
本会は、2012年５月に結成され、同年９月12日にＮＰＯ法人の認証
を受けました。 
活動の視点を、笠岡の元気を創る“まちおこし”とし、特に、①島、
②農村、③商店街、④干拓の活性化支援を行い、同時に社会的弱者
の方々の“さいごの砦”“駆け込み寺”として、会員のみなさん方
と力を合わせて、生活相談を強めていきたいと思います。 

元気会 〒714-0085 笠岡市四番町3-20 ℡６３-０９１１ HP http://kasaoka-genkikai.com 

（「元気会」の事務所は、笠岡グランドホテル正面です 気軽にお立ち寄りください） 

 2012年に発足し、５回目の総会を６月20日

（火）午後６時、サンライフ笠岡で開催。区切り

の５年ということで、ＮＰＯ発足当時の苦労や発

足の思いも交えながら、約50人の出席者のみなさ

んとこれまでの活動を振り返り、あわせて今後の

一層の活動の充実を決定。 

 この５年間の相談件数が2000件を超えているこ

と。緊急保護や生活困窮者対応など、警察や民生

委員さん等との連携の活動が報告されました。 

一方、新しく里庄 

町へ設置した、 

就労継続支援Ｂ 

型の作業所事業に関して、 

初めて元気会が取り組む採 

算事業部門ということで、 

詳細をみんなで確認しました。 

 約１時間30分の議案採択の 

後は、大笑い交流タイムで充実の総会でした。 

 発足から５年間、〝駆け込み寺的さいごの砦〟として頑張ろうとの思いを支え続けて来ていただいた、会員の

みなさまやスポンサーの方々の力がなければ継続できていません。引き続きみなさんの力を武器に頑張ります。 

 笠岡には７箇所もありますが、里庄町には１箇所、浅口市に

も１箇所しかないという地域状況を考え、笠岡、井原、矢掛、

里庄、浅口の３市２町を対象とした〝障がい者就労継続支援Ｂ

型作業所〟を、６月１日、里庄町にオープンしました。里庄町

をはじめ、備中県民局の方々など、多くの関係者のご協力に誠

実に応え、障がいを持つ方々と常に〝共に生きる〟という活動

を展開していく所存です。 

 みなさん、一度、見学にお越し下さい。 

社会との関わりが今
まで少ないけれど、
仕事をして、ゆっく
りでも社会参加した
い。同じような仲間
と友人になりたいと
思っている人。 

知的・精神の障がい
も手伝い、家に引き
こもりがちな人。 
みんなと楽しく出来
る軽作業が待ってま
す。 



自分たちで

作った小物

を販売。 

挑戦です。 

６月12日にカラオケ 

連盟老人会役員のみ 

なさんと協議・企画 

開始。受付は９月頃から。 

お楽しみに♪ 

老人クラブ寿康会のみなさんが、マイ

クロバス〝元気号〟でしまなみ海道へ。

大山祗神社で更に長寿のお願いも。 

最下位とブー 

ビー賞を重ね 

て来ていましたが、ついに、初優勝

です。何事も継続と努力ですね。 

東北支援継続中 

の明日への架橋のみなさんへ、今年

も激励金でエール。 

元気会芸能一座の主力、大正琴の発

表会。大拍手でした。 

笠岡ではめっ 

たに開かれない大会です。 

白石島の天野正さんの 

白石踊分科会や、 

商工会の高田哲治さんの 

パエリアづくりもあるヨ。 

賑わい創出。元気会

も出店します。ぜひ、

おいで下さい。 
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